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構音障害および摂食嚥下障害患者に対する Soft-Palatal Augmentation Prosthesis の  
有効性に関する研究 





Soft-Palatal Augmentation Prosthesis (以下, Soft-PAP) は口蓋にフラットな弾性面を持つ弾性熱
可塑性樹脂製の PAPである. 同装置は製作ならびに装着が容易であるため，急性期のリハビリテーショ
ンにおいてごく早期から介入が可能である．本研究は脳血管障害等に対する早期のリハビリテーション





(以下，装着群)と Soft-PAP 非装着群(以下，非装着群)に無作為に割り付けた. Soft-PAPの口蓋弾性面
の高さについては、口蓋側の歯頸部を繋いだラインの高さを有し、かつ舌接触面が咬合平面に平行な面
を有するもの（Type 1）と、その１／２の高さを有するもの（Type 2)を作製した。Type 1 と Type 2の
選択については、舌が口蓋弾性面に到達することを確認した上で、被験者が好む方を選択した．各群に
は同一の構音訓練を実施した.評価内容は 1 週間毎に行い，①JMS 舌圧測定器で舌の運動機能(最大舌圧
値，舌の最大反復回数，最長舌圧持続時間)を,②構音機能は[ta]のオーラルディアドコキネシス（以下















 被験者 14 例のうち，13 例においては Type1 の 1/2 の高さを有する Type2が選択された．本研究の対
象症例は舌の実質欠損症例ではないため，舌の解剖学的形態は保たれていた．舌の挙上や最大舌圧は比
較的保たれている反面，舌の反復回数の低下や構音速度の低下等の運動機能の低下を認める症例であっ









































試験を行った．対象を性別と年齢( 65歳以上, 65歳未満)で層別化した後，Soft-PAP 装着群(以下，装着群)
と Soft-PAP 非装着群(以下，非装着群)に無作為に割り付けた. Soft-PAP の口蓋弾性面の高さについては，
口蓋側の歯頸部を繋いだラインの高さを有し，かつ舌接触面が咬合平面に平行な面を有するもの（Type 1）
と，その１／２の高さを有するもの（Type 2)を作製した．Type 1 と Type 2の選択については，舌が口蓋弾
性面に到達することを確認した上で，被験者が好む方を選択した．各群には同一の構音訓練を実施した.評価
内容は 1 週間毎に行い，①JMS舌圧測定器で舌の運動機能(最大舌圧値，舌の最大反復回数，最長舌圧持続時
間)を,②構音機能は[ta]のオーラルディアドコキネシス（以下 Oral DDK），40 単語明瞭度検査，発話明瞭度，







２）Soft-PAPの訓練効果は，装着群の群内比較において，舌の最大反復回数，Oral DDK[ta]，40 単語 









装置であり，本研究は，本装置の今後の臨床応用に際し，有用な知見を与えるものとして評価できる．        
よって、審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める． 
